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調査一行。監修の曽布川寛京都大学教授（右から４人目）、
九州国立博物館䑓信祐爾研究員（同２人目）。中国文物交流
中心やチベット自治区文物局の担当者らと共に

それは想像を遙かに超えた、深い空の色だった。標高およそ3700m、幸運の旗
タルチョが風にはためく天空の都・チベットのラサ市に、2007年12月と08年
８月の２度にわたって九博の研究員とその一行は降り立った。目的は、特別展
「聖地チベット」に出品する宝物の調査。これまで日本に一度もお目見えしたこ
とのなかった秘宝を、現地でしっかりと確かめるためである。足を踏み入れた
のはポタラ宮、ノルブリンカ、チベット博物館をはじめ数個所の寺院。果たし
てそこには、チベット文化の奥深さを物語る遺産の数々が待ち受けていたの
だった。寺院にはバター茶の香りが漂い、街ゆく人々は穏やかな笑みをたたえ
ていた。そんな現地の光景とともに展示作品をご覧に入れよう。
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まずは調査をする中で出合った風景を見てほしい。自然と共に生きる
人々、暮らしの中にチベット仏教が息づいている様子が印象的だ。世

界遺産ポタラ宮に向かって五体投地礼を繰り返す人々。ここは1642年に第
５代ダライ・ラマが建てた広壮な宮殿であり、歴代ダライ・ラマが暮らした
聖地。ラサ市のシンボルである。中心部分の赤宮は４階建てで歴代ダライ・
ラマのミイラを納めた大霊塔が立ち並ぶ〈１〉　ラサ市東南にあるチベット
博物館は、チベットで最も近代的な設備を整えた施設。チベット語のほか
に、中国語、日本語、英語のオーディオガイドサービスもある〈２〉　ポタラ
宮調査の一こま。ソンツェンガンポ坐像（ざぞう）を念入りに調べる。状態を
チェックし記録するのも研究員の大切な役目だ〈３〉　チベット第三の都
市、ギャンツェに建てられた白居寺（パルコル・チューデ）にも足を運んだ。
仏塔の内部には70以上の部屋があり、おびただしい数の仏像と曼陀羅（まん

だら）を堪能できる。そのスケールと美しさに圧倒される〈４〉　ポタラ宮に
錦の衣をまとった姿で安置されている弥勒菩薩（ぼさつ）立像（東北インド・
パーラ時代・11‐12世紀）。今回の特別展は衣の下に隠された美しい姿を目
にできる、またとない機会になる〈５〉　街角で出会った子どもたち。親近
感を覚える笑顔に思わず心和む〈６〉　「オン・マニ・パド・メ・フン」。人々は
暮らしの中で観音菩薩の真言を唱えながらマニ車を繰り返し回している。
マニ車には経文が納められていて回した数だけお経を読んだのと同じ功徳
があるとされる〈７〉　大地を彩る祈りの旗タルチョ。地・水・火・風・空を表
わす五色の布に経文が書かれ、風にはためくほど幸運が訪れるという。巡
礼路、民家の屋根、峠などで風になびく光景は何ともチベット的だ〈８〉　
僧侶同士の問答修行はチベットの名物の一つでもある。大きな声と身振り
が独特の雰囲気を醸し出す〈９〉　チョカン寺前広場を見下ろして。巡礼の

人々がひっきりなし
に五体投地礼を繰り
返している〈10〉

今回の展示作
品からえりす

ぐりを紹介しよう。
チベットがインドや
中国、モンゴルと
いった周辺諸国との
交流を経ながら、独

自の文化を深めていった変遷が分かる。仏像など立体作品が多く、見る角
度で表情や印象が違ってくるのも興味深い。　魔女仰臥（ぎょうが）図（20世
紀・ノルブリンカ）…チベットの地勢は仏教を拒否する魔女が横たわる姿
とされた。魔女を無力化するため両手両足の関節に当たる高原各地に12
の寺院を、心臓に当たる湖を埋めてチョカン寺を建て仏教国になったので
ある〈11〉　大元帝師統領諸国僧尼中興釈教之印（だいげんていしとうりょうしょ
こくそうにちゅうこうしゃっきょうのいん）（元、1295年・チベット博物館）…「皇帝
の師」を意味する帝師は、元朝における僧侶の官職名。これはモンゴル帝
国皇帝から与えられた白玉製印で、帝師パクパが作り出したパクパ文字が
刻まれている〈12〉　カパーラ（チベット19世紀・チベット博物館）…高僧
の遺志に従い、その頭蓋骨で作られる独特の法具。金製の台とふた、トル
コ石や真珠も〈13〉　グヒヤサマージャ坐像タンカ（明、1403‐24年・ポタ

ラ宮）…タンカとは布に描かれた宗教画。これは絹本刺繍で巧みに立体感
が表現された逸品。深い藍色の体、３つの顔と６本の手を持つグヒヤサ
マージャ（密集金剛）が中央に描かれている〈14〉　青花高足碗（せいかこうそ
くわん）（明、1426‐35年・チベット博物館）…中国・景徳鎮で焼かれた染め付
けが美しい磁器。碗内部にはチベット文字で祈願文が書かれている〈15〉
　ダマルパ坐像（16世紀・ミンドゥリン寺）…見開いた目と等身大サイズ
が大迫力。貴石やサンゴをちりばめたチベット彫刻の最高傑作の一つ。ダ
マルパは王族出身のインド人ヨガ行者〈16〉　ソンツェンガンポ坐像（14
世紀・ポタラ宮）…チベット初代統一王、ソンツェンガンポがネパールと中
国から王妃を迎えたことから、チベットにインド仏教と中国仏教がもたら
された。ターバンのような頭部飾り上面に見えるのは阿弥陀如来〈17〉　
カーラチャクラ父母仏立像（14‐15世紀・シャル寺）…悪に打ち勝つ最強の
仏「カーラチャクラ（金剛時輪）」は４つの顔と24本の腕を持ち、妃（きさき）
と抱き合っている。男性仏と女性仏が一体化して得られる悟りの境地を表
現する〈18〉　パクパ像（元・ポタラ宮）… 1247年からチベットはモンゴル
帝国の支配下に入り、宗教家・政治家・学僧だった帝師パクパも、元の皇室
との関係をさらに深めた
〈19〉　ミラレパ坐像（16‐17
世紀・ポタラ宮）…詩人でヨ
ガ行者のミラレパの苦行姿。
修行でイラクサの葉だけを
食べ続け体が緑色になった
という〈20〉
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まずは４Fの文化交流展示室か
ら、探検スタート。

露出展示や強い光を当てる展示な
どは文化財の負担に。「いかによ
く見せるかを考える展示担当者
に、文化財を守る立場から助言や
サポートをします」と鳥越さん。

文化交流展示室の天井裏に潜入。
ここで照明の調整や、空調設備
の設定などを行います。「展示室
に聞こえないよう、足音や声に
気を付けて」。この下に展示室が
広がっているなんて！

370本ものボンベがぎっしり。火災の場合、窒素
ガスを噴射し、水を使わずに消火する仕組み。
「酸素濃度を下げて燃焼を抑制します」

太陽光システムや館内の空調などはここで一括管
理。人も展示物も常に快適であるように、暑い日も
寒い日も館内を24時間体制で見守っています。

階下にある免震層へ。
海外からの視察も多
い必見スポットです。
232台の免震装置が
地震の揺れを吸収し
たり和らげたりしま
す。「世界最先端の免
震技術です」

文化交流展示室の柱のない
1500㎡の大空間は、このト
ラスと呼ばれる太いはりが
支えることで実現している
そうです。

文化交流展示室のバックヤードには文化財の入っていない
展示ケースが。ケースの引き出しを開いてみると…

中にはケース内の湿度を一定
に保つ調湿剤が。文化財ごと
に最適な湿度は異なるため、
調湿剤の種類と数はその都度
変えています。

人にも文化財にも快適なよう
に、この機械で館内の温度や
湿度をチェックしています。

展示ケースの隅に置かれた箱は
ケース内の温湿度を測定、記録
する機械。「文化財を守るために
温湿度の管理は大切な仕事なん
ですよ」

※免震層は毎週日曜日のバックヤードツアーで見学
　できます。詳しくは交流課へ。

免震層

中央監視室

窒素ガス貯蔵容器庫

天井裏

文化交流展示室

葡萄唐草螺鈿十字架　

鳥
獣
草
花
箔
絵
面
盆

文化交流展示室

トピック展示

期間：2009.4.15～5.24、2009.5.27～7.5
場所：文化交流展示室 関連展示室 第11室

「文化交流展示室」に展示されるさまざまな文化財、九博の建物をカードにしました。
九博を彩る主役たちを集めてあなたも九博通になろう！
次回にカードを持って実物と見比べてみるのも楽しいですよ。

140年もの歴史を誇る東京大学史料編纂所は、日本史研究の基礎と
なる史料集を編纂・刊行する国内有数の機関です。同所建物の耐震工
事が2007年に始まったことで、約20万点もの所蔵品がはるばる九
州国立博物館に避難してきています。2009年度には耐震工事が完了
し、所蔵品は東京に帰って行きます。これに先立ち、精選した名品を
紹介する展覧会を２回にわたって開催します。貴重な古文書・古記録
をまとめてご覧いただける最後の機会。ぜひお見逃しなく。

総務課 施設主任

安藤 英崇

学芸部博物館科学課環境保全室
研究員

鳥越 俊行

快適で安全な展示室を支える
プロの技を教えてください。

国宝　源  頼朝下文
（「島津家文書」のうち）

鎌倉幕府初代将軍の源
頼朝が島津家始祖の忠
久にあてた任命書。 「島
津家文書」の中で最古
の古文書。島津本家の
正統性を裏付ける根拠
として大切に保存され
てきた。

展示室とその裏側には、どんな設備があって、どんな技術が隠されているのだろう？
今回はバックヤードツアーでも見ることができない、展示室の裏のウラまで潜入。
総務課の安藤英崇施設主任、博物館科学課の鳥越俊行研究員、案内よろしくお願いします！

最先端の設備と
私たちのチェックとで
細やかな空調管理を

実現しています

人も文化財も
安全・快適に！
CO2をできるだけ

排出しない施設保全に
取り組んでいます

天井裏だけで
高さ４mも
あるんですよ

このケースは
デザインと性能が
とっても良いんです！

2005年の
福岡西方沖地震の際も

無事でした
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東京大学史料編纂所所蔵  国宝 古文書展
へんさん

みなもとの  よりともくだしぶみ
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石　人

装飾古墳としても有名な熊本県のチブサン古墳から出土した
1.2mのビッグサイズの石人。北部九州の古墳には人物や馬
をかたどった石が古墳の周りに立て並べられたものが多い。

文化交流展示室 関連展示室 第４室展示
場所

●DATA

展示期間  2009.4.1～2010.3.31

ジャンル／考古
時代／古墳時代・６世紀
所蔵／東京国立博物館

約
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東北地方の亀ヶ岡文化で発達した小型の精製土器の一形態。
複雑な曲線文様を浮き彫りで表現し、きれいに磨き上げてい
る表面が特徴的。

対馬は偽造した国書によって、朝鮮との貿易を行っていた。
これは外交文書に使われた偽造木印の一つである。

箔絵とは漆で文様を描き、その漆が半乾燥したら金箔や銀箔
を貼る技法。初期の箔絵は、全面に文様を配し隙間のない精
密な構図が多い。

葡萄唐草螺鈿十字架

ベトナム漆器でよく用いられる木地螺鈿で装飾された十字
架。木地螺鈿とは、文様の形に切り抜いた貝片を木地にはめ
込むもので、大変手の込んだ技法である。

文化交流展示室 関連展示室 第９室展示
場所

●DATA

展示期間  2009.5.12～2009.6.21

ジャンル／漆工
時代／ベトナム グエン朝・
　　　19世紀
所蔵／九州国立博物館

ぶ　　どう　　から　くさ　　ら　　でん　じゅう　　じ　　か

唐船・南蛮船図屏風

大迫力のスーパーハイビジョン・シアター 4000で紹介され
ている「じろじろぞろぞろ」にも登場。南蛮船図屏風と一対
になっている唐船図は、中世の唐船が描かれた珍しい屏風
で、その図柄を知る上でも大変貴重な作例。

文化交流展示室 基本展示室 第Ⅴテーマ展示
場所

●DATA

展示期間  2009.4.28～2009.6.7

ジャンル／絵画
時代／安土桃山～江戸時代・17世紀
所蔵／九州国立博物館

とう　せん　　　なん　 ばん　せん　　ず　びょう　ぶ

展示期間  2009.4.1～2010.3.28 展示期間  2009.3.31～2009.6.21展示期間  2009.4.1～2010.3.31
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